
二
〇
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た
外
語
大
の
先
生
の
著

編
訳
書
か
ら
、
先
生
の
お
名
前
の
五
十
音
順
で
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
敬
称
略
。

※
書
名
／
著
編
訳
者
名
／
出
版
社
名
／
刊
行
月
／

本
体
価
格 

（
編
集
部
）

◆
青
木
雅
浩

『
ア
ジ
ア
人
物
史　

第
一
〇
巻　

民
族
解
放
の
夢
』
姜
尚

中
総
監
修　

青
山
享
ほ
か
編　

集
英
社　

三
月　

四
〇
〇
〇
円

　

古
代
か
ら
二
一
世
紀
ま
で
を
展
望
す
る
ア
ジ
ア
通

史
シ
リ
ー
ズ
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
寄
稿
。
ほ

か
六
月
に
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
事
典
』（
丸
善

出
版
）
を
分
担
執
筆
。

◆
青
山
弘
之

『
戦
火
の
中
の
オ
タ
ク
た
ち
』
青
山
弘
之
監
修　

天
川
ま
な
る

マ
ン
ガ　

條
支
ヤ
ー
セ
ル
文　

晶
文
社　

一
月　

一
六
〇
〇
円

シ
リ
ア
の
オ
タ
ク
た
ち
の
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
事
情

か
ら
、
知
ら
れ
ざ
る
ア
ラ
ブ
世
界
の
一
面
を
伝
え

る
ル
ポ
マ
ン
ガ
＆
エ
ッ
セ
イ
。

◆
荒
原
邦
博

『
レ
ペ
ル
ト
ワ
ー
ル
Ⅲ　

１
９
６
８
』
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ー

ト
ル
著　

石
橋
正
孝
監
訳　

三
ツ
堀
広
一
郎
、
堀
容
子
、
中
野

芳
彦
ほ
か
訳　

幻
戯
書
房　

一
月　

五
六
〇
〇
円

文
芸
と
美
術
を
自
在
に
旋
回
す
る
、
ア
ク
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
な
創
作=

批
評
の
饗
宴
を
共
訳
。
ほ
か

二
月
にM

alraux vu du Japon: R
om

an, 
essai et arts.

（Classiques Garnier

）
を
分

担
執
筆
。

◆
飯
塚
正
人

『
岩
波
講
座　

世
界
歴
史　

第
二
一
巻　

二
つ
の
大
戦
と

帝
国
主
義
Ⅱ　

二
〇
世
紀
前
半
』
永
原
陽
子
、
吉
澤
誠
一
郎

責
任
編
集　

岩
波
書
店　

二
月　

三
二
〇
〇
円

二
つ
の
大
戦
を
は
さ
ん
だ
世
界
史
の
連
続
性
と
非

連
続
性
を
考
え
る
本
書
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
に

つ
い
て
分
担
執
筆
。
ほ
か
三
月
に
『
イ
ス
ラ
ー
ム

の
内
と
外
か
ら
―
―
鎌
田
繁
先
生
古
稀
記
念
論
文

集
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
に
寄
稿
。

◆
石
川
博
樹

『
黒
人
の
歴
史
―
―
三
〇
万
年
の
物
語
』
ネ
マ
ー
タ
・
ブ
ラ

イ
デ
ン
ほ
か
著　

石
川
博
樹
監
訳　

沢
田
博
訳　

河
出
書
房
新

社　

七
月　

五
四
〇
〇
円

人
類
の
誕
生
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ヴ
ズ
・
マ
タ
ー

ま
で
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
始
ま
る
黒
人
た
ち
の

誇
り
と
抵
抗
と
闘
い
の
歴
史
を
、
地
図
や
図
版
を

駆
使
し
て
描
く
。

◆
李
奎
台

『
韓
国
人
留
学
生
は
い
か
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く

か
―
―
日
本
留
学
に
お
け
る
役
割
意
識
の
変
容
を
中
心

に
』
李
奎
台
著　

風
間
書
房　

一
二
月　

六
〇
〇
〇
円

韓
国
人
留
学
生
に
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
の
悩
み

や
葛
藤
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

◆
伊
東
剛
史

『
共
感
の
共
同
体
―
―
感
情
史
の
世
界
を
ひ
ら
く
』
伊
東

剛
史
、
森
田
直
子
編　

平
凡
社　

一
〇
月　

六
五
〇
〇
円

日
本
で
の
感
情
史
研
究
の
最
前
線
を
走
る
研
究
者

ら
に
よ
る
「
共
感
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
実
践

の
論
集
。

◆
大
鳥
由
香
子

『
改
革
が
作
っ
た
ア
メ
リ
カ
―
―
初
期
ア
メ
リ
カ
研
究
の

展
開
』
佐
久
間
み
か
よ
、
橋
川
健
竜
、
増
井
志
津
代
、
小
倉
い

ず
み
編
著　

小
鳥
遊
書
房　

三
月　

三
四
〇
〇
円

文
学
、
宗
教
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
多
角
的
な
論

考
と
エ
ッ
セ
イ
か
ら
、
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

初
期
ア
メ
リ
カ
研
究
を
更
新
す
る
本
書
に
、
子
育

て
に
つ
い
て
寄
稿
。

◆
小
倉
智
史

『
君
主
号
と
歴
史
世
界
』
佐
川
英
治
編　

山
川
出
版
社　

一
〇

月　

四
二
〇
〇
円

君
主
号
の
重
層
性
や
多
義
性
を
検
証
す
る
論
考
集

に
「
ス
ラ
ト
ラ
ー
ナ
攷
―
―
神
の
鎧
か
西
夷
の
号

か
」
を
寄
稿
。
一
月
『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
事
典
』（
丸

外
語
大
の
先
生
の
新
刊
棚

善
出
版
）
に
寄
稿
。

◆
小
田
原
琳

『
歴
史
学
入
門
―
―
だ
れ
に
で
も
ひ
ら
か
れ
た
14
講
』
前

川
一
郎
編　

昭
和
堂　

八
月　

二
四
〇
〇
円

誰
も
が
歴
史
を
楽
し
む
た
め
に
歴
史
学
を
ど
う
活

か
す
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
分
担
執
筆
。

ほ
か
六
月
に
『
論
点
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
）
に
寄
稿
、
一
〇
月
『
共
感
の
共
同

体
―
―
感
情
史
の
世
界
を
ひ
ら
く
』（
平
凡
社
）
を

分
担
執
筆
。

◆
小
野
寺
拓
也

『
検
証　

ナ
チ
ス
は
「
良
い
こ
と
」
も
し
た
の
か
？
』
小

野
寺
拓
也
、
田
野
大
輔
著　

岩
波
書
店　

七
月　

八
二
〇
円

ナ
チ
ス
の
功
績
と
さ
れ
が
ち
な
事
象
を
と
り
あ
げ
、

ナ
チ
ズ
ム
研
究
の
蓄
積
を
も
と
に
事
実
性
や
文
脈

を
検
証
す
る
。
ほ
か
九
月
に
編
著
『〈
悪
の
凡
庸
さ
〉

を
問
い
直
す
』（
大
月
書
店
）
を
刊
行
。

◆
風
間
伸
次
郎

『
パ
ズ
ル
で
解
く
世
界
の
言
語
―
―
言
語
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
招
待
』
風
間
伸
次
郎
監
修　

国
際
言
語
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
委
員
会
著　

研
究
社　

六
月　

一
六
〇
〇
円

謎
解
き
感
覚
で
言
語
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、

観
察
力
や
論
理
的
思
考
を
鍛
え
る
。
ほ
か
四
月
に

『
し
ゃ
べ
る
ヒ
ト
―
―
こ
と
ば
の
不
思
議
を
科
学
す

る
』（
文
理
閣
）
に
寄
稿
。

◆
川
本
智
史

『
岩
波
講
座　

世
界
歴
史　

第
一
三
巻　

西
ア
ジ
ア
・
南

ア
ジ
ア
の
帝
国　

一
六
〜
一
八
世
紀
』
林
佳
世
子
責
任
編

集　

岩
波
書
店　

一
月　

三
二
〇
〇
円

三
つ
の
帝
国
の
統
治
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
独
自
の

近
世
を
歩
ん
だ
西
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
を
描
き
出

す
本
書
に
コ
ラ
ム
を
寄
稿
。

◆
河
合
香
吏

『
新
・
方
法
序
説
―
―
人
類
社
会
の
進
化
に
迫
る
認
識
と

方
法
』
河
合
香
吏
、
竹
ノ
下
祐
二
、
大
村
敬
一
編　

一
二
月　

京
都
大
学
学
術
出
版
会　

三
九
〇
〇
円

学
際
研
究
を
組
織
す
る
方
法
論
作
り
に
向
け
た
研

究
書
。
ほ

か

二
月
にE

xtrem
es: T

he 
E

volution of H
um

an S
ociality.

（
京
都

大
学
学
術
出
版
会
）
を
編
著
、
一
二
月
『「
人
新
世
」

時
代
の
文
化
人
類
学
の
挑
戦
―
―
よ
み
が
え
る
対

話
の
力
』（
以
文
社
）
に
共
著
論
文
を
寄
稿
。

◆
神
田
惟
・
八
木
久
美
子
・
吉
枝
聡
子

『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
事
典
』
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
事
典
編
集
委

員
会
編　

丸
善
出
版　

一
月　

二
七
〇
〇
〇
円

世
界
各
地
・
各
分
野
の
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
が
イ

ス
ラ
ー
ム
文
化
を
描
出
す
る
本
書
に
寄
稿
。

◆
金
悠
進

『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
現
代
政
治
―
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア　

自
立
と
依
存
の
文
化
実
践
』
金
悠
進
著　

京
都
大
学
学
術
出

版
会　

三
月　

三
六
〇
〇
円

二
〇
一
九
年
の
「
音
楽
実
践
法
案
」
の
顛
末
を
軸

に
分
析
。
ほ
か
三
月
に
『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ワ
ー
ド　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
―
―
〈
聴
く
〉
を
広
げ
る
・
更

新
す
る
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）
を
分
担
執
筆
。

◆
日
下
渉

『
現
代
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
殻
変
動
―
―
新
自
由
主
義
の
深

化
・
政
治
制
度
の
近
代
化
・
親
密
性
の
歪
み
』
原
民
樹
、

西
尾
善
太
、
白
石
奈
津
子
、
日
下
渉
編
著　

花
伝
社　

三
月　

二
〇
〇
〇
円

「
つ
な
が
り
で
貧
困
を
生
き
抜
く
社
会
」
か
ら
変
容

し
、
新
自
由
主
義
に
飲
み
込
ま
れ
る
現
代
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
多
面
的
に
描
き

出
す
。

◆
黒
木
英
充

『
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
つ
な
ぐ　

一　

イ
ス
ラ
ー
ム
信
頼
学

へ
の
い
ざ
な
い
』
黒
木
英
充
、
後
藤
絵
美
編　

東
京
大
学
出

版
会　

三
月　

三
八
〇
〇
円

イ
ス
ラ
ー
ム
的
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
基
づ
い
た

信
頼
構
築
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
視
座
を
提
示

す
る
。

◆
後
藤
絵
美

『
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ　

五　

記
憶
と
記
録
に
み
る
女
性
た
ち
と
百
年
』
長
沢
英
治
監
修　

岡
真
理
、
後
藤
絵
美
編
著　

明
石
書
店　

三
月　

二
五
〇
〇
円

75 74



公
正
な
社
会
を
求
め
格
闘
す
る
女
性
た
ち
と
、
装

い
に
映
し
出
さ
れ
る
社
会
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
示

す
。
ほ
か
六
月
『
憧
れ
の
感
情
史
―
―
ア
ジ
ア
の

近
代
と
〈
新
し
い
女
性
〉』（
作
品
社
）
を
分
担
執
筆
、

七
月
『
シ
ェ
ル
フ
・
ラ
イ
フ
―
―
カ
イ
ロ
で
革
新

的
な
書
店
を
愛
し
育
て
、
苦
悩
し
た
記
録
』（
Ｇ
．

Ｂ
．）
を
翻
訳
、
九
月
『
東
大
塾　

現
代
イ
ス
ラ
ー

ム
講
義
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
を
共
編
な
ど
多
数
。

◆
小
松
由
美

『
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
先
生
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
学
校
』
ケ

ビ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
ス
著　

伊
藤
靖
、
芦
谷
道
子
訳　

金
剛
出
版　

花
伝
社　

三
月　

三
二
〇
〇
円

学
校
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
、
教
師
が
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
さ
せ
る
た
め

の
セ
ル
フ
ケ
ア
を
説
く
実
用
書
を
分
担
翻
訳
。

◆
椎
野
若
菜

『
家
族
社
会
学
事
典
』
日
本
家
族
社
会
学
会
編　

丸
善
出
版　

一
二
月　

二
四
〇
〇
〇
円

家
族
社
会
学
の
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
か
ら
将
来

的
な
研
究
課
題
ま
で
を
ま
と
め
た
中
項
目
事
典
を

分
担
執
筆
。
ほ
か
六
月
に
『
論
点
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

史
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
に
寄
稿
。

◆
篠
田
英
朗

『
戦
争
の
地
政
学
』
篠
田
英
朗
著　

講
談
社
現
代
新
書　

三
月　

九
〇
〇
円

地
理
的
条
件
は
世
界
を
い
か
に
動
か
し
て
き
た
の

か
。
一
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
ま
で
、
約
五
〇
〇
年
間
の
戦
争
の
構

造
を
見
る
。

◆
篠
原
琢

『
岩
波
講
座　

世
界
歴
史　

第
二
一
巻　

二
つ
の
大
戦
と

帝
国
主
義
Ⅱ　

二
〇
世
紀
前
半
』
永
原
陽
子
、
吉
澤
誠
一
郎

責
任
編
集　

岩
波
書
店　

二
月　

三
二
〇
〇
円

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
分
担
執
筆
。
一
月
『
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
事
典
』（
丸
善
出
版
）
に
寄
稿
。

◆
谷
口
龍
子

『
日
本
語
複
合
動
詞
活
用
辞
典
』
姫
野
昌
子
監
修　

柏
崎
雅

世
、
田
山
の
り
子
編
集
代
表　

研
究
社　

八
月　

九
〇
〇
〇
円

日
本
語
学
習
者
が
特
に
つ
ま
ず
き
や
す
い
複
合
動

詞
三
五
四
七
語
を
取
り
上
げ
た
、
日
本
語
教
育
現

場
で
使
え
る
辞
典
を
分
担
執
筆
。

◆
千
葉
敏
之

『
歴
史
の
転
換
期　

五　

１
３
４
８
年
―
―
気
候
不
順
と

生
存
危
機
』
千
葉
敏
之
編　

山
川
出
版
社　

七
月　

三
五
〇
〇

円

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
全
域
が
寒
冷
化
し
た
一
三
八
四

年
前
後
、
人
々
は
気
候
不
順
に
由
来
す
る
生
存
危

機
を
い
か
に
認
識
し
、
克
服
を
試
み
た
の
か
。
そ

の
成
否
を
含
め
て
論
じ
る
。

◆
趙
義
成

『
訓
民
正
音
』
趙
義
成
訳
注　

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

二
月　

一
七
〇
〇
円

世
宗
に
よ
る
ハ
ン
グ
ル
創
制
の
布
告
「
訓
民
正
音
」

の
原
文
、
訓
読
、
現
代
語
訳
、
訳
注
、
解
説
な
ど
。

◆
コ
ー
ス
ィ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
プ
テ
ィ
エ
ン
ポ
ン

『
超
入
門
！　

書
い
て
覚
え
る
タ
イ
語
ド
リ
ル
』
コ
ー

ス
ィ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
プ
テ
ィ
エ
ン
ポ
ン
著　

ナ
ツ
メ
社　

六
月　

二
〇
〇
〇
円

文
字
や
発
音
、
基
本
フ
レ
ー
ズ
な
ど
、
書
き
込
み

練
習
を
し
な
が
ら
タ
イ
語
の
基
礎
を
マ
ス
タ
ー
。

◆
外
川
昌
彦

『
岡
倉
天
心
と
イ
ン
ド
―
―
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
が
生
ま

れ
る
ま
で
』
外
川
昌
彦
著　

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会　

四
月　

三
六
〇
〇
円

美
術
史
家
岡
倉
天
心
の
一
九
〇
二
年
の
イ
ン
ド
訪

問
を
、
宗
教
改
革
運
動
家
ス
ワ
ー
ミ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ

ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
と
の
思
想
的
交
流
を
通
し
て
検

証
す
る
。
一
月
『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
事
典
』（
丸
善

出
版
）
に
寄
稿
。

◆
友
常
勉

『「
論
争
」
の
文
体
―
―
日
本
資
本
主
義
と
統
治
装
置
』
法

政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
、
長
原
豊
、
ギ
ャ
ヴ
ィ
ン
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
編
著　

法
政
大
学
出
版
局　

三
月　

四
八
〇
〇
円

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
マ
ル
ク
ス
派
を

二
分
し
た
「
日
本
資
本
主
義
論
争
」
を
再
考
す
る

本
書
に
分
担
執
筆
。
ほ
か
六
月
に
『
現
代
バ
ス
ク

を
知
る
た
め
の
60
章　

第
二
版
』（
明
石
書
店
）
に

寄
稿
。

◆
中
山
智
香
子

『
大
人
の
た
め
の
お
金
学
』
中
山
智
香
子
著　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

七
月　

七
〇
〇
円

資
本
主
義
の
暴
走
で
生
ま
れ
た
「
お
金
主
義
」
と
は
。

そ
の
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
市
場
、
資
本
、
投

資
な
ど
の
必
須
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

◆
中
山
俊
秀

『
し
ゃ
べ
る
ヒ
ト
―
―
こ
と
ば
の
不
思
議
を
科
学
す
る
』

菊
澤
律
子
、
吉
岡
乾
編
著　

四
月　

文
理
閣　

二
九
八
〇
円

世
界
に
約
七
〇
〇
〇
あ
る
と
言
わ
れ
る
言
語
に
つ

い
て
の
科
学
の
成
果
を
新
し
い
視
点
で
紹
介
す
る

本
書
に
寄
稿
。

◆
西
原
大
輔

『
近
代
日
本
文
学
・
美
術
と
植
民
地
』
西
原
大
輔
著　

七
月

堂　

一
二
月　

四
五
〇
〇
円

文
学
者
や
美
術
家
は
植
民
地
と
い
か
に
関
わ
っ
た

の
か
を
一
七
本
の
論
考
か
ら
描
出
す
る
。
ほ
か
九

月
に
『
一
冊
で
読
む
日
本
の
近
代
詩
５
０
０
』（
笠

間
書
院
）
を
編
集
。

◆
野
元
裕
樹

D
iscourse P

articles in A
sian Languages. 

Elin M
cCready, H

iroki N
om

oto

編　

Routledge　

八
月　

ア
ジ
ア
諸
言
語
に
お
け
る
談
話
小
辞
に
関
す
る
二

巻
の
論
文
集
。
第
一
巻
は
東
ア
ジ
ア
の
言
語
、
第

二
巻
は
東
南
ア
ジ
ア
の
言
語
。

◆
野
平
宗
弘

R
eading S

outh V
ietnam

's W
riters: T

he 
R

eception of W
estern Thought in Journalism

 
and Literature. T

hom
as Engelbert, Chi P. Pham

編　

Springer　

七
月

ベ
ト
ナ
ム
の
文
学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
西
洋

の
思
想
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
を

検
証
す
る
本
書
に
分
担
執
筆
。

◆
萩
尾
生

『
現
代
バ
ス
ク
を
知
る
た
め
の
60
章　

第
二
版
』
萩
尾
生
、

吉
田
浩
美
編
著　

明
石
書
店　

六
月　

二
〇
〇
〇
円

独
特
の
言
語
や
文
化
が
注
目
さ
れ
て
き
た
バ
ス
ク

地
方
。
重
要
事
象
を
増
補
し
、
情
報
更
新
を
図
っ
た
。

◆
林
佳
世
子

『
岩
波
講
座　

世
界
歴
史
』
全
二
四
巻　

荒
川
正
晴
、
大
黒

俊
二
、
小
川
幸
司
、
木
畑
洋
一
、
冨
谷
至
、
中
野
聡
、
永
原
陽
子
、

林
佳
世
子
、
弘
末
雅
士
、
安
村
直
己
、
吉
澤
誠
一
郎
編
集　

岩

波
書
店　

各
三
二
〇
〇
円

編
集
委
員
を
務
め
る
同
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
一
月

に
『
第
一
三
巻　

西
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
の
帝
国　

一
六
〜
一
八
世
紀
』
を
責
任
編
集
・
分
担
執
筆
、

一
一
月
に
『
第
二
巻　

古
代
西
ア
ジ
ア
と
ギ
リ
シ

ア　

〜
前
一
世
紀
』
を
責
任
編
集
。

◆
藤
縄
康
弘

『
ド
イ
ツ
語
学
へ
の
視
点
・
ド
イ
ツ
語
学
か
ら
の
視
座
―

―
成
田
節
教
授
退
職
記
念
論
文
集
』
カ
ン
ミ
ン
ギ
ョ
ン
、

時
田
伊
津
子
、
藤
縄
康
弘
編　

同
学
社　

三
月　

三
八
〇
〇
円

ド
イ
ツ
語
の
世
界
を
見
る
視
点
と
、
ド
イ
ツ
語
か

ら
見
る
言
語
の
世
界
を
明
ら
か
に
す
る
一
六
編
の

論
文
集
。

◆
星
泉

『
チ
ベ
ッ
ト
の
む
か
し
ば
な
し　

し
か
ば
ね
の
物
語
』
星

泉
編
訳　

蔵
西
絵　

の
ら
書
店　

九
月　

一
六
〇
〇
円

し
か
ば
ね
が
語
る
話
が
ど
ん
な
に
面
白
く
て
も
、

主
人
公
は
口
を
き
い
て
は
い
け
な
い
。
親
し
み
や

す
い
日
本
語
と
挿
絵
で
味
わ
う
チ
ベ
ッ
ト
の
昔
話
。

◆
舛
方
周
一
郎

『
命
か
経
済
か
―
―
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
と
政
府
の
役
割
』

岩
崎
正
洋
編
著　

勁
草
書
房　

二
月　

三
二
〇
〇
円

世
界
同
時
に
経
験
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
社
会
科

学
は
い
か
に
研
究
対
象
と
し
た
の
か
。
ブ
ラ
ジ
ル

を
事
例
に
寄
稿
。
ほ
か
五
月
にN

on-W
estern 

N
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O
rder: R

esponding to the B
acklash in 

the W
est

（Routledge

）
に
分
担
執
筆
。

◆
松
永
泰
行

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
内
と
外
か
ら
―
―
鎌
田
繁
先
生
古
稀
記

念
論
文
集
』
森
本
一
夫
、
井
上
貴
恵
、
小
野
純
一
、
澤
井
真

編　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版　

三
月　

八
〇
〇
〇
円

イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
る
研

究
の
最
新
の
成
果
を
集
め
た
論
集
に
、
革
命
後
の

イ
ラ
ン
に
つ
い
て
寄
稿
。

◆
三
代
川
寛
子

『
シ
リ
ー
ズ
・
中
東
政
治
研
究
の
最
前
線　

四　

エ
ジ
プ

ト
』
中
村
覚
監
修　

横
田
貴
之
編
著　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二

月　

四
五
〇
〇
円

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
動
向
や
日
本
と
の
関
係
を

検
証
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
に
つ
い
て
分
担
執
筆
。

一
月
『
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
事
典
』（
丸
善
出
版
）
に

寄
稿
。

◆
村
津
蘭

『
ギ
ニ
ア
湾
の
悪
魔
―
―
キ
リ
ス
ト
教
系
新
宗
教
を
め
ぐ

る
情
動
と
憑
依
の
民
族
誌
』
村
津
蘭
著　

世
界
思
想
社　

一

月　

四
八
〇
〇
円

写
真
や
映
像
、
エ
ッ
セ
イ
を
交
え
、
霊
と
呼
応
す

る
人
々
の
生
に
迫
る
。
ほ
か
三
月
に
『
拡
張
す
る

イ
メ
ー
ジ
―
―
人
類
学
と
ア
ー
ト
の
境
界
な
き
探

究
』（
亜
紀
書
房
）
を
共
編
著
。

◆
望
月
圭
子

Learner Corpora: Construction and Explorations 
in Chinese and Related Languages. H

ow
ard H

ao-
Jan Chen, K

eiko M
ochizuki, H

ongyin T
ao

編　

Springer　

四
月

中
国
語
や
関
連
す
る
言
語
に
お
け
る
コ
ー
パ
ス
に

つ
い
て
の
論
考
。

◆
山
口
裕
之

『
映
画
に
学
ぶ
ド
イ
ツ
語
』
山
口
裕
之
著　

教
育
評
論
社　

六
月　

二
〇
〇
〇
円

映
画
の
セ
リ
フ
か
ら
リ
ア
ル
な
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
。

古
典
的
名
作
か
ら
映
画
賞
受
賞
作
品
ま
で
、
ド
イ

ツ
映
画
史
も
わ
か
る
。

◆
山
越
康
裕
・
渡
辺
己

『
類
型
論
か
ら
見
た
「
語
」
の
本
質
』
沈
力
編　

ひ
つ
じ
書

房　

三
月　

六
八
〇
〇
円

西
洋
言
語
研
究
の
前
提
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
語

に
つ
い
て
、
類
型
論
の
視
点
か
ら
問
い
直
す
本
書

を
分
担
執
筆
。

◆
幸
松
英
恵

『
初
中
級
か
ら
は
じ
め
る
日
本
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー

ク
』
幸
松
英
恵
、
渡
辺
陽
子
著　

く
ろ
し
お
出
版　

三
月　

一
八
〇
〇
円

日
本
に
関
す
る
社
会
的
・
文
化
的
テ
ー
マ
へ
の
理

解
を
深
め
な
が
ら
、
日
本
語
の
運
用
力
を
身
に
つ

け
る
テ
キ
ス
ト
。

◆
吉
田
ゆ
か
子

Anthropology through the Experience of the 
Physical Body. K

aori Fushiki, Ryoko Sakurada

編　

Springer

一
二
月

人
類
学
の
観
点
か
ら
、
身
体
は
ど
の
よ
う
に
概
念

化
さ
れ
て
き
た
の
か
、
最
新
の
成
果
を
紹
介
す
る
。

◆
吉
﨑
知
典

『
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）を
知
る
た
め
の
71
章
』

広
瀬
佳
一
編
著　

明
石
書
店　

二
月　

二
〇
〇
〇
円

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
組
織
構
造
、
歴
史
、
拡
大
す
る
機
能
・

加
盟
国
な
ど
を
、
各
分
野
の
専
門
家
が
解
説
す
る

本
書
を
分
担
執
筆
。

◆
米
谷
匡
史

『
ア
ジ
ア
人
物
史　

第
一
一
巻　

世
界
戦
争
の
惨
禍
を
越

え
て
』
姜
尚
中
総
監
修　

青
山
享
ほ
か
編　

集
英
社　

四
月　

四
一
〇
〇
円

　

ア
ジ
ア
通
史
シ
リ
ー
ズ
の
本
書
に
、
戦
時
下
の
知

識
人
に
つ
い
て
分
担
執
筆
。

　

二
〇
二
三
年
度
は
建
学
一
五
〇
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
出
版
会
も

機
に
乗
じ
て
た
く
さ
ん
本
を
つ
く
っ
た
。『
東
京
外
国
語
大
学
１
５
０
年

の
歩
み
』（
東
京
外
国
語
大
学
文
書
館
編
）
は
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

読
売
新
聞
立
川
支
局
と
連
携
し
た
全
一
一
回
の
連
続
市
民
講
座
「
世
界

を
学
ぶ
、
世
界
を
生
き
る
」
も
建
学
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
出
版
会

か
ら
刊
行
し
た
書
物
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
講
座
を
通
じ
て

多
く
の
方
に
刊
行
物
を
見
て
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

　

新
し
い
シ
リ
ー
ズ
「
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ル
ド
叢
書
」
を
立
ち
上
げ
、
二
冊

を
同
時
刊
行
し
た
。
意
外
な
こ
と
に
、
出
版
会
で
欧
米
の
文
芸
書
を
翻
訳

す
る
の
は
は
じ
め
て
だ
。『
こ
こ
に
あ
る
こ
と
の
輝
き　

パ
ウ
ラ
・
Ｍ
・
ベ
ッ

カ
ー
の
生
涯
』（
マ
リ
ー
・
ダ
リ
ュ
セ
ッ
ク
著
、
荒
原
邦
博
訳
、
原
書
フ

ラ
ン
ス
語
）
と
、『
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
い　

エ
ミ
ー
・
バ
ル
＝
ヘ
ニ
ン
グ
ス
、

ク
レ
ア
・
ゴ
ル
、
エ
ル
ゼ
・
リ
ュ
ー
テ
ル
』（
ア
ン
ナ
・
ラ
イ
ン
ス
ベ
ル

ク
著
、
西
岡
あ
か
ね
訳
、
原
書
ド
イ
ツ
語
）、
と
も
に
先
鋭
的
な
読
み
物
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
は
『
ガ
ー
ナ
流 

家
族
の

つ
く
り
方　

世
話
す
る
・
さ
れ
る
者
た
ち
の
生
活
誌
』（
小
佐
野
ア
コ
シ

ヤ
有
紀
著
）
に
結
実
し
た
。『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
装
飾
文
様
』（
巽
由
樹
子
訳
・

解
説
、
原
書
ロ
シ
ア
語
）
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
生
ま
れ
て
ロ
シ
ア
で
活
躍

し
た
ミ
コ
ラ
・
サ
モ
ー
キ
シ
ュ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
ま
と
め
た
フ
ル
カ
ラ
ー
の

図
版
集
で
あ
る
。

　

語
学
書
も
も
ち
ろ
ん
続
い
て
い
る
。『
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
身
に
つ
く
ト
ル

コ
語
』（
津
久
井
優
、川
口
裕
司
著
、菅
原
睦
監
修
）
は
、語
学
を
学
ぶ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
と
し
て
人
気
の
あ
る
「
東
京
外
国
語
大
学
言
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
」

に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
好
評
シ
リ
ー
ズ『
大
学
の
〇
〇
語
』で
は
、『
大

学
の
キ
ル
ギ
ス
語
』（
ア
ク
マ
タ
リ
エ
ワ
・
ジ
ャ
ク
シ
ル
ク
、大
﨑
紀
子
著
）

が
刊
行
さ
れ
た
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、『
朝
鮮
人
シ
ベ
リ
ア
抑
留
』（
金
孝
淳
著
、
渡
辺
直
紀

訳
、
二
〇
二
三
年
二
月
刊
）
が
「
第
九
回
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
録
・
文
化
賞
」

を
受
賞
し
た
。
重
版
さ
れ
た
の
は
、『
日
本
を
た
ど
り
な
お
す
29
の
方
法
』

（
第
五
刷
）、『
直
接
法
で
教
え
る
日
本
語
』（
第
六
刷
）、『
大
学
の
日
本
語

　

初
級　

と
も
だ
ち
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１
』（
第
四
刷
）、『
大
学
の
日
本
語　

初

級　

と
も
だ
ち
Ｖ
ｏ
ｌ
．
２
』（
第
三
刷
）、『
世
界
を
食
べ
よ
う
！　

東

京
外
国
語
大
学
の
世
界
料
理
』（
第
七
刷
）、『
大
学
の
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
』（
第

四
刷
）、『
よ
く
わ
か
る
逐
次
通
訳
』（
第
八
刷
）
で
あ
る
。

　

書
店
が
激
減
す
る
昨
今
、
本
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
か
け
る

努
力
は
難
度
を
増
し
て
い
る
。
極
め
て
小
さ
な
試
み
だ
が
、
当
出
版
会
は

Facebook

に
広
告
を
出
し
は
じ
め
た
。

　

本
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
つ
く
っ
た
本
も
動
い
て
い
く
、

動
か
し
て
い
く
。

く
の
・
り
ょ
う
い
ち　

東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
編
集
長

◉
東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
か
ら

久
野 

量
一

多
く
を
読
み
、
多
く
旅
す
る
者
は
、
多
く
を
見
て
、
多
く
を
知
る
︵
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス
︶
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